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日
本
共
産
党  　
　

上
田　

祐
子

　

問　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
に
対
し
て
は
、
全
国
各
地
の
地
方

自
治
体
や
住
民
か
ら
導
入
を
危
惧
す
る
声

が
数
多
く
聞
か
れ
る
。
国
は
、
こ
の
シ
ス

テ
ム
を
市
町
村
の
た
め
と
し
て
い
る
が
、

実
態
は
国
の
た
め
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

現
状
で
は
安
全
性
が
確
立
し
て
い
な
い
こ

と
や
警
察
情
報
な
ど
へ
の
利
用
拡
大
の
危

険
性
等
の
問
題
を
多
く
含
む
中
に
お
い
て
、

接
続
を
希
望
し
な
い
住
民
の
権
利
を
尊
重

し
、
選
択
制
の
導
入
を
考
え
な
い
か
。
も

し
、
情
報
の
漏
え
い
事
故
が
発
生
し
た
場

合
は
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
賠
償
責
任
を

負
う
の
か
。
ま
た
、
南
部
と
北
部
の
連
絡

所
で
の
対
応
と
住
基
カ
ー
ド
の
再
交
付
な

ど
に
お
け
る
費
用
負
担
は
ど
う
な
る
の
か
。

市民スポーツセンター体育館で行われているサッカースクール。未来のＪリー
ガー、Ｌリーガーを目指して、ドリブルやパスを熱心に練習していました

　

問　

急
激
な
少
子
・
高
齢
化
や
景
気
の

低
迷
に
よ
る
老
後
へ
の
不
安
か
ら
、
市
民

は
今
後
の
福
祉
の
あ
り
方
に
強
い
関
心
を

も
っ
て
お
り
、
現
在
進
め
て
い
る
地
域
福

祉
計
画
の
策
定
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
な
ど
で
の
議
論
を
通
し
、
市
民
総
出

で
当
た
る
べ
き
問
題
と
考
え
る
。
今
後
、

社
会
福
祉
協
議
会
が
福
祉
に
お
い
て
担
う

少子・高齢化の今

社協を独立させて

独自の事業展開を

み
ら
い
政
策
会
議  
近
藤　

秀
二

部
分
が
非
常
に
増
え
る
と
思
う
が
、
補
助

団
体
で
あ
る
社
協
の
あ
り
方
は
ど
う
あ
る

べ
き
か
。
将
来
の
社
協
事
業
の
増
加
や
社

団
法
人
の
性
格
か
ら
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

が
必
要
と
思
う
が
。
ま
た
、
当
市
の
福
祉

推
進
の
た
め
、
よ
り
一
層
綾
瀬
西
高
と
の

産
学
協
同
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

答　

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
は
、
行

政
の
枠
を
超
え
、
住
民
の
福
祉
ニ
ー
ズ
に

沿
っ
て
各
種
事
業
を
展
開
し
福
祉
の
増
進

を
図
る
も
の
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
団

体
で
あ
る
。
現
在
、
地
域
福
祉
計
画
策
定

に
取
り
組
ん
で
お
り
、
地
域
の
核
と
し
て

地
区
社
協
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
本
来
社
協
が
市
役
所
内
に

あ
る
こ
と
は
好
ま
し
く
な
い
が
、
将
来
的

に
独
立
し
た
施
設
が
で
き
る
ま
で
は
、
現

状
で
と
考
え
て
い
る
。
綾
瀬
西
高
の
デ
イ

ケ
ア
セ
ン
タ
ー
は
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く

り
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
、
福
祉
教
育

の
推
進
に
と
っ
て
非
常
に
好
評
で
あ
り
、

さ
ら
に
広
が
り
が
欲
し
い
と
考
え
て
い
る
。

（
他
に
「
人
事
に
つ
い
て
」「
情
報
公
開
、

共
有
に
つ
い
て
」
を
質
問
）

市
民
が
安
心
で
き
る
道
路
管

理
の
た
め
の
仕
組
み
作
り
を

　

問　

交
通
の
支
障
と
な
る
道
路
わ
き
の

草
や
樹
木
は
、
毎
年
生
え
て
く
る
た
め
、

市
民
か
ら
の
通
報
等
の
情
報
を
リ
ス
ト
化

し
て
、
毎
年
、
早
め
に
対
応
で
き
る
よ
う

に
す
べ
き
で
は
。
日
常
的
に
目
が
行
き
届

か
な
い
道
路
は
ど
こ
な
の
か
を
把
握
す
る

な
ど
、
膨
大
な
道
路
全
体
を
偏
り
な
く
管

理
し
て
は
。
交
通
事
故
に
つ
い
て
は
、
物

損
事
故
も
含
め
て
警
察
か
ら
情
報
を
集
め
、

ま
た
市
民
が
危
険
を
感
じ
て
い
る
箇
所
も

把
握
し
、
そ
れ
ら
を
蓄
積
し
て
原
因
の
検

討
や
対
策
を
立
て
る
仕
組
み
が
必
要
で
は
。

切
り
下
げ
等
に
よ
り
危
険
な
歩
道
が
長
年

放
置
さ
れ
て
い
る
の
は
問
題
で
あ
り
、
優

先
的
に
予
算
化
し
、
対
応
す
べ
き
で
は
。

　

答　

樹
木
の
伐
採
は
、
情
報
を
受
け
た

段
階
で
即
対
応
し
て
い
る
が
、
市
民
へ
の

啓
発
と
併
せ
て
、
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。
道
路
管
理
は
、
限
ら

れ
た
職
員
の
中
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら

も
き
め
の
細
か
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
き
た
い
。
交
通
事
故
は
、
人
身
事
故

の
み
大
和
署
か
ら
情
報
を
受
け
統
計
資
料

を
作
成
し
て
い
る
が
、
今
後
、
物
損
事
故

の
情
報
収
集
と
併
せ
て
原
因
や
対
策
を
分

析
す
る
た
め
の
研
究
を
し
た
い
。
歩
道
問

題
等
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
長
会
議
や
ふ

れ
あ
い
と
ー
く
に
お
い
て
、
情
報
提
供
の

周
知
を
図
り
、
内
容
を
把
握
し
た
中
で
予

算
措
置
も
し
て
い
き
た
い
。

（
他
に
「
精
神
保
健
福
祉
の
充
実
を
」
を

質
問
）

日
本
共
産
党　
  　

松
本　

春
男

　

答　

住
基
ネ
ッ
ト
は
、
全
国
規
模
で
本

人
確
認
を
効
率
的
に
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ

り
、
住
民
の
利
便
性
増
進
と
事
務
の
合
理

化
に
資
す
る
も
の
で
あ
る
。
選
択
制
に
対

す
る
国
の
見
解
は
違
法
で
あ
り
、
本
市
で

は
法
の
趣
旨
に
の
っ
と
り
万
全
を
期
し
て

進
め
て
い
る
。
賠
償
責
任
に
関
し
て
は
そ

の
状
況
に
応
じ
て
対
応
す
る
が
、
個
人
情

報
保
護
に
万
全
を
尽
く
す
。
ま
た
、
南
北

の
連
絡
所
に
は
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
が
な
い

の
で
、
住
基
カ
ー
ド
や
運
転
免
許
証
等
で

の
本
人
確
認
に
よ
っ
て
、
住
民
票
の
広
域

交
付
を
し
て
い
く
。
住
基
カ
ー
ド
の
再
交

付
に
は
五
百
円
の
負
担
が
必
要
だ
が
、
パ

ス
ワ
ー
ド
を
忘
れ
た
場
合
等
カ
ー
ド
の
初

期
化
が
可
能
な
場
合
は
無
料
で
あ
る
。

住
基
ネ
ッ
ト
に
接
続
を
希
望

し
な
い
住
民
に
は
選
択
制
を

　

意
見
書
と
は
、
広
く
社
会
一
般

の
利
益
に
関
す
る
事
柄
で
、直
接
、

議
会
の
権
利
が
及
ば
な
い
国
等
の

事
務
に
つ
い
て
、
議
会
と
し
て
の

意
思
を
ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
を

い
い
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
要

望
や
意
見
を
国
政
や
県
政
に
反
映

さ
せ
る
た
め
に
、
国
や
県
に
対
し

て
提
出
す
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
第
九
十

九
条
の
「
議
会
は
、
当
該
普
通
地

方
公
共
団
体
の
公
益
に
関
す
る
事

件
に
つ
き
意
見
書
を
国
会
又
は
関

係
行
政
庁
に
提
出
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
」
と
い
う
規
定
に
基
づ
く

も
の
で
す
。

『
意
見
書
』と
は

　

「
市
議
会
報
あ
や
せ
」

　
　
　

発
行
と
配
布
場
所
の
お
知
ら
せ

市議会への請願や陳情

◆どなたでも提出できます
　　市民の皆さんは、どなたでも、身近で困っている問題につい
　て市議会にその実情を訴えることができます。これを請願又は
　陳情といいます。

◆請願（又は陳情）は、次のことに注意してください

・書式は、《例》を参考に日本
　語で作成し、趣旨を簡潔にま
　とめてください。内容が２件
　以上にわたるときは１件ごと
　に提出してください。
・複数の方が提出する場合は、
　代表者を決めてください。
・請願には、趣旨に賛同する１
　名以上の紹介議員が必要です。
・受付は、随時行いますが、各
　定例会ごとに整理しますので、
　詳細は議会事務局までお問い
　合わせください。
・郵送により提出された陳情は、
　審査案件とせず要望書扱いと
　し全議員への配付とします。

○○○に関する請願（陳情）�

平成　年　月　日�

綾瀬市議会議長　殿�

紹介議員　（署名又は記名押印）�

請願（陳情）者住所�

趣旨�

理由�

氏名　○○○○　印�

《例》
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「
市
議
会
報
あ
や
せ
」
は
、
年
四
回
の

発
行
。
二
月
、
五
月
、
八
月
、
十
一
月
の

各
十
五
日
の
新
聞
（
休
刊
日
の
場
合
は
十

四
日
）
の
朝
刊
に
折
り
込
ん
で
、
皆
さ
ん

の
ご
家
庭
に
お
届
け
し
て
い
ま
す
。
折
り

込
ん
で
い
る
新
聞
は
、
読
売
、
朝
日
、
毎

日
、
産
経
、
東
京
、
神
奈
川
、
日
本
経
済

の
七
紙
で
す
。

　

ま
た
、
新
聞
未
購
読
世
帯
の
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
発
行
日
に
は
、
次
の
公
共
施
設

や
駅
に
も
置
い
て
い
ま
す
。

■　

公
共
施
設

　

●　

市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ
ー

　

●　

高
齢
者
福
祉
会
館

　

●　

福
祉
会
館
・
綾
北
福
祉
会
館

　

●　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

●　

な
が
ぐ
つ
児
童
館

　

●　

寺
尾
児
童
館

　

●　

小
園
児
童
館

　

●　

保
健
医
療
セ
ン
タ
ー

　

●　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　

●　

中
央
公
民
館

　

●　

各
自
治
会
館

　

●　

各
地
区
セ
ン
タ
ー

　

●　

寺
尾
い
ず
み
会
館

　

●　

南
部
ふ
れ
あ
い
会
館

　

●　

図
書
館

■　

駅
舎

　

●　

相
鉄　
　

相
模
大
塚

　

●　

相
鉄　
　

さ
が
み
野

　

●　

相
鉄　
　

か
し
わ
台

　

●　

相
鉄　
　

海
老
名

　

●　

小
田
急　

海
老
名

　

●　

小
田
急　

長
後


